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現役続行を決意！もう一度世界を目指す！

本 町 西 和 出 身
ノルディック複合競技 加藤大平選手

４月２日にソチオリンピック後初めての帰省で、

奥山町長にあいさつと報告のため訪れた加藤大平選

手は、多くの町民や職員の拍手で出迎えられ、町長

から花束を受け取りました。

加藤選手は「結果が全て。皆さんに感動を届ける

ことができませんでした。」と悔しがる表情を見せ

ていましたが「五輪会場まで応援にきていただき、

また地元のかたがたの大型スクリーン

での応援やたくさんのメッセージに大

変うれしく思っています。」と感謝の

言葉を述べていました。

奥山町長は「ケガのアクシデントは残念でした

が、２大会連続のオリンピック出場はすごいこと。

町民みんなが感動させてもらった。」と労いの言葉

をかけ、加藤選手は「このソチ五輪を集大成にしよ

うと思っていたが、このままでは悔しいしか残らな

い。もう一度世界に挑戦したい。」と決意を語って

いました。

ケガの回復も順調で、５月からトレーニングを再

開する予定の加藤大平選手。来季も町民みんなで応

援しましょう。

飛べ大平！走れ大平！

高橋はるみ知事が来町
高橋はるみ北海道知事が４月６日、和寒町を訪れました。

奥山町長や塚崎議長、鈴木隆紀蔬菜組合連合会長、合田俊幸ご夫妻らと塩狩ヒュッテで昼食懇談会

をおこなったあと、役場庁舎裏にある木質バイオマス燃料熱源供給施設を視察しました。説明を受け

た高橋知事は「北海道の豊かな森林資源の活用はクリーンエネルギーの推進にもつながる。和寒町の

ようなエネルギーの地産地消の活動を注視していきたい。」と話されていました。

塩狩ヒュッテで昼食懇談会 熱源供給施設を見学する高橋知事


